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 論文審査の結果の要旨
 本州中央部を横断する一大構造帯であるフォッサ・マグナの南部地域は,フィリッピン海プ
 レートの北上・沈み込みにより丹沢および伊豆地塊などが本州と衝突した場であるとみなされ
 ている。この衝突現象は世界的に注目されており,それに伴なう海陸分布の変化など古環境の
 変遷を明らかにすることは,単に本地域の構造発達史の解鯛のみならず,衝突のテクトニック
 スのモデル化にとっても重要である。秋元和實提出の本論文は,南部フォッサ・マグナの南半
 を占める富士川流域に広く分布する新第三系を対象として,その岩相層序及び構造を明らかに
 し,微古生物学的手法により生成年代を決定し,さらに堆積学的手法を併用して堆積の場を復
 元し,変遷過程を明らかにしたものである。
 本地域に発達する新第三系は,中新世より鮮新世にわたって連続的に形成された砕屑性ない
 し火山砕屑性の堆積岩よりなり,下位より御坂,西八代,静川の3屡群に区分される。これら
 より産出する浮遊性有孔虫の生屠序を検討した結果,示準種の出現ないし消滅に係わる基準面
 等に基づき,7化石帯が識別された。その結果,前期中新世後期より後期鮮新世に至る年代層
 序を決定した。これらは西日本外帯より関東地方にまで及ぶ地帯の新第三系と対比できる。
 本地域内より産出した底生有孔虫のQ一無ode主成分分析の結果,産出個体数,堆積地の水深
 に係わる海水の炭酸カルシウム溶解度,底層水の運動に係わる細粒堆積物の分布,溶存酸素量,
 沿岸水と外洋水の分布など環境要素に関係する因子により,群集が分化していると判定された。
 これにより古藻境は9つのタイプに区分される。地膚の堆積環境をこれに基づいて推定すると,
 本地域北部では,深海帯から始まって,漸深海帯をへて外部浅海帯へ移行,一方南部では,深
 海帯ないし下部漸深海帯的環境が維持されていたことが判明した。さらに,堆積学的検討によっ
 て,当時の海洋における底層流,貧酸素層などの存在を裏づける証拠がえられた。
 秋元は以上の結果を地理的,層位的に吟味して,御坂腰群は第三紀における海溝の充填物で
 あり,それに対して西八代,静川の両層群は前弧海盆堆積物と結論し,それらの堆積環境と古
 地理の変遷を8枚の古地理図に表現した。
 これらは秋元が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
 ている。よって秋元和實提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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